
（金額単位　億円）

【上期実績】

新規発生額 ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化額

2,243  △ 457 234  △ 691 1,786  

6,977  △ 214 1,598  △ 1,812 6,763  

9,220  △ 671 1,832  △ 2,503 8,549  

1,865  1,482  

清算型処理 △ 233 

再建型処理 △ 61 

再建型処理に伴う業況改善 －   

債権流動化 △ 233 

直接償却 201 

その他 △ 2,177 

うち回収・返済等 △ 1,862 

うち業況改善 △ 315 

合計 △ 2,503 

【下期実績】

新規発生額 ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化額

1,786  △ 401 201 △ 602 1,385  

6,763  85 2,171 △ 2,086 6,848  

8,549  △ 316 2,372 △ 2,688 8,233  

1,482  1,201  

清算型処理 △ 131 

再建型処理 △ 152 

再建型処理に伴う業況改善 △ 0 

債権流動化 △ 266 

直接償却 95 

その他 △ 2,234 

うち回収・返済等 △ 1,501 

うち業況改善 △ 733 

合計 △ 2,688 

　（注1）上期に新規発生した先で下期にオフバランス化した額は、それぞれに計上されており、その金額は743億円。

　（注2）オフバランス化につながる措置とは、法的整理、法的整理に準ずる措置、グッドカンパニー・バッドカンパニーへの会社分割、

　　　　 個人・中小企業向け小口債権の部分直接償却、企業の再生等を信託の目的とし信託終了までにオフバランス化が図られるＲＣＣ

　　　　 への信託を指す。

　（注3）1.「清算型処理」とは、清算型倒産手続（破産、特別清算）による債権切捨て・債権償却をいう。

　　　　 2.「再建型処理」とは、再建型倒産手続（会社更生、民事再生、和議、会社整理）による債権切捨て、特定調停等民事調停に

　　　　　　よる債権放棄及び私的整理による債権放棄をいう。
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16．不良債権のオフバランス化の実績　【三井住友銀行単体】
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（三井住友フィナンシャルグループ）
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